
22 世紀八幡ルネッサンス運動

22 世紀八幡ルネッサンス運動（略称：八幡ルネ）企画作業チームニュース

目的
八幡市民の幸福の増進のために活動する。古い歴史を有する八幡の秀でた伝統を継承し、八
幡市民の総意と英知を結集して活動する。町の隅々にわたり高い関心を払い、たくましい意
志と情熱を貫いた粘り強い行動で、光とうるおいある生活と文化を享受するように努める。
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第
13
回
定
時
総
会
開
催

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
22
世
紀
八
幡
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

協
会
は
、
４
月
28
日
、
八
幡
市
市
民
協
働
活

動
セ
ン
タ
ー
で
、
第
13
回
定
時
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
理
事
７
名
、
監
事
１
名

が
出
席
し
、
代
表
理
事
の
伊
藤
さ
ん
の
挨
拶

に
続
き
、
福
川
さ
ん
が
議
長
を
務
め
、
事
務

局
長
の
堀
さ
ん
に
よ
る
説
明
で
、
２
０
２
５

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
審

議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
了
承
・
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
13
回
定
時
総
会
で
選
出
さ
れ
た
２
０
２

６
年
度
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

代
表
理
事
　
　
伊
藤
錚
治
（
再
任
）

副
代
表
理
事
　
福
川
　
粛
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
藤
田
美
代
子
（
再
任
）

理
事
　
　
　
　
堀
　
渉
〈
事
務
局
長
・
会
計
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
須
藤
邦
弘
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
宇
治
川
春
子
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤
長
作
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
吉
川
せ
い
子
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
福
山
幸
代
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
中
村
た
か
し
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
遠
山
剛
司
（
辞
任
）

監
事
　
　
　
　
石
野
喜
幸
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
窪
田
幸
代
（
退
任
）

名
誉
理
事
　
　
神
田
長
子

　
　
　
　
　
　
市
村
明
三

※
な
お
、
途
中
で
の
昇
任
・
退
任
を
含
む

　　　ふるさと納税について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村たかし

　八幡市の「ふるさと納税」の受入額は京都府下 26 市町村の内で最下位です。
　これまでは、平成 20 年度 35 万円、令和 3年度 22 万円、令和 4年度 101.4 万円、令和 5年度 306 万円、令和 6年度 581.2 万円
と推移してきました。この制度ができた平成 20 年度以降、市はこの制度の本来の意義を認識してこなかったために着手が遅く、
当然得られるべき税収が流出する一方で、受入は取り組み体制が整わず、迷走が続いてきました。しかし、令和 5 年に新市長の
就任により、やっと方向性や体制が整った経緯があります。
　今は都会に住んでいても、自分を育んでくれた「ふるさと」に、自分の意思で、いくらかでも納税できる制度があっても良い
のではないか、そんな問題提起から始まり、数多くの議論や検討を経て生まれたのが、ふるさと納税制度です。
　これは納税制度と言うものの、実際には都道府県、市区町村への「寄附」になり、自己負担額の 2,000 円を除いた全額が確定申
告により控除の対象となります。
　本来、市民は八幡市に税金を納めますが、他市にふるさと納税で寄付した場合、その額が控除され、八幡市に税金が入らず、
流出することになります。つまり、市民が他市へ寄付するほど八幡市に入る税額が少なくなります。ですから、流出をただ座視
するだけでなく、受入額を増やす必要があります。
　市民の他市への寄付が増え、多く流出するほど自治体の財政負担が増すので、国から救済措置として、流出額の 75% が地方交
付税で補填されます。さらに、ふるさと納税の経費率は返礼品調達費＋送料＋ポータル手数料＋事務費であり最大 50% 以内と定
められています。
　これを前提としたとき、自治体として財政負担をゼロ（損益分岐点）にするためには少なくとも、どの程度の受け入れ額がな
ければならないのでしょうか。実質的な赤字をカバーするために、必要な受け入れ額を仮に算定してみましょう。
必要受入額＝（流出額ー地方交付税補填額） ÷（1－経費率）

＜シミュレーション例＞
　仮に流出額 5000 万円、、経費率 40% とすると、必要受入額は 5000 万円ー 3750 万円 ÷0.6＝2083 万円。つまり 2083 万円の受
入額があれば赤字解消が可能となります。（但し、実際の流出額、経費率は公表されていないので、事実は不詳）
　なお、税の流出による財政の圧迫度は市の標準財政規模に対する比率によって異なりますが、本来ならインフラ整備、教育、
福祉などに使われる「財源」が流出している事実は否定できません。「赤字額＝本来提供できたはずの行政サービスの低下・見送
りのリスク」面を直視し、行政の無駄を省く等の行財政改革は必要と思われます。
　ただ、一方では、シビックプライドや地域創生・地域経済の活性化（自治体の収支が赤字でも、返礼品を提供する地元事業者
には売上が立ち、雇用や経済波及効果が生まれる）や地元特産品の PR 効果（全国に特産品を知ってもらう機会となり、将来的な
観光客の誘致や販路拡大に繋がる可能性がある）が定着することにより、中長期的な波及効果が生まれることを期待したいです。
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フ
ロ
ム
・
ロ
ー
ド
＆
ス
ト
リ
ー
ト

  
Ⅴ
Ｏ
Ｌ
・
57  

２
０
２
６
・
５
・
１

公
園
の
外
枠
は
砂
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
し
て
は
ど
う
か

　

久
し
ぶ
り
に
市
役
所
東
側
の
は
る
か
ぜ

公
園
の
溝
の
土
砂
を
回
収
し
て
驚
い
た
。

量
が
多
い
。
か
つ
て
は
溝
掃
除
の
神
様
ら

多
く
の
仲
間
が
参
加
し
、
常
時
、
土
砂
を

上
げ
て
い
た
。
今
は
仲
間
が
少
な
く
な
っ

て
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
。

　

市
に
お
願
い
し
、
公
園
と
溝
の
間
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
張
っ
て
、
対
策
を
取
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
平

た
く
な
っ
た
。
出
入
口
に
シ
ー
ト
を
敷
い

て
、
砂
の
流
出
を
抑
え
る
こ
と
も
し
て
も

ら
っ
た
。

　

公
園
へ
の
砂
投
入
は
子
ど
も
の
安
全
の

た
め
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
の
砂
は
溝
か
ら

川
へ
、
そ
し
て
海
に
流
さ
れ
て
い
る
。
河

川
の
土
砂
回
収
も
よ
く
行
わ
れ
て
お
り
、

砂
の
投
入
は
も
っ
と
検
討
を
加
え
る
べ
き

だ
。

　

は
る
か
ぜ
公
園
の
隣
は
や
わ
た
こ
ど
も

園
で
、
昔
は
み
そ
の
保
育
園
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
園
庭
の
穴
か
ら
砂
が
溝
や
路
上
に

よ
く
流
出
し
て
、
園
に
対
策
を
お
願
い
し

た
こ
と
も
あ
る
。

　

今
回
、
や
わ
た
こ
ど
も
園
の
園
庭
を
見

て
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。
庭
の
周
囲
は

み
な
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
、
そ

の
上
に
金
網
が
張
っ
て
あ
る
。
だ
か
ら
、

砂
が
上
か
ら
溢
れ
出
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
。

　

は
る
か
ぜ
公
園
は
、
溝
の
淵
と
公
園
の

地
面
は
、ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
砂
は
溝
に
入
り
や
す
い
し
、
大

雨
に
な
れ
ば
大
量
に
溝
に
流
出
す
る
。
砂

が
道
路
の
３
分
の
１
ぐ
ら
い
ま
で
進
出

【
第
２
０
６
回 

山
路
大
谷
川
の
清
掃
の
ご

案
内
】

■ 

日 

時
：
２
０
２
６
年
５
月
24
日
（
日
）

　

午
前
８
時
半
〜
11
時
（
雨
天
中
止
）

■ 

集 

合
： 

旧
あ
ず
ま
屋

　
　
　
（
コ
ノ
ミ
ヤ
裏 

八
幡
源
氏
垣
外
）

※
会
場
設
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
集
合
時
刻
の
30
分
〜
１
時
間
前
に
現

地
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

※
用
意
し
て
頂
く
物
：
厚
手
の
手
袋
。
そ

の
他
の
必
要
な
物
は
用
意
し
ま
す
。

【
第
１
２
３
回 

舞
台
・
盛
戸
大
谷
川
の
清

掃
の
ご
案
内
】

■ 

日 

時
：
２
０
２
６
年
６
月
７
日
（
日
）

　

午
前
８
時
半
〜
11
時
（
雨
天
中
止
）

■ 

集 

合
：
大
谷
橋
下
流
の
休
憩
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ン
チ
あ
り
）

※
会
場
設
営
・
用
意
し
て
頂
く
物
は
右
と

同
様
で
す
。

《
主
催
》Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
22
世
紀
八
幡
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
協
会

　

連
絡
先
：
八
幡
市
八
幡
高
畑
10
‐
76　

　

℡
０
７
５
（
９
８
１
）
６
５
０
５　
　

　

携
帯
０
９
０
・
３
７
１
０
・
４
８
４
２

 

鍋
川
浩
二
さ
ん
を
偲
ぶ

　

鍋
川
浩
二
さ
ん
が
４
月
８
日
、
病
気
の

た
め
亡
く
な
っ
た
。
65
歳
の
早
す
ぎ
る
死

だ
っ
た
。

　

若
い
時
か
ら
自
律
神
経
失
調
症
に
苦
し

む
。

　

大
谷
川
の
清
掃
や
中
ノ
山
墓
地
の
整
備

に
尽
力
。
大
き
な
体
で
作
業
す
る
姿
は
、

勇
壮
で
目
を
見
張
る
。
美
濃
山
井
ノ
元
の

竹
林
整
備
は
、
内
部
を
１
０
０
メ
ー
ト
ル

四
方
く
り
抜
き
、
舞
台
公
演
の
企
画
に
た

ど
り
着
い
た
。
し
か
し
、
世
代
交
代
で
新

し
い
所
有
者
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
夢
と

散
る
。
鍋
川
さ
ん
は
竹
林
を
相
手
に
た
だ

た
だ
黙
々
と
取
り
組
ん
で
い
た
姿
が
印
象

的
で
、
公
演
の
挫
折
は
改
め
て
残
念
で
な

ら
な
い
。

　

石
野
さ
ん
を
中
心
と
し
た
橋
本
の
ク
ス

ノ
キ
保
存
運
動
に
加
わ
っ
た
ほ
か
、
男
山

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
反
対
運
動
で
個
性
的
な

役
割
を
発
揮
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
ら
歩
く
会
の
仲
間
と
近
畿
各

地
を
ハ
イ
ク
し
、
夜
の
会
食
を
楽
し
ん
だ

り
も
し
た
。
合
掌

し
、
危
な
い
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

投
入
す
る
砂
の
量
を
抑
え
る
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、
確
か
な
こ
と
は
公
園
の
外
枠

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
し
、
そ
の
上
に

金
網
を
設
置
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

か
。

　

昨
今
、
土
砂
災
害
や
大
雨
災
害
は
気
候

変
動
な
ど
も
あ
っ
て
、
危
険
が
増
し
て
い

る
。
砂
の
投
入
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

大
谷
川
清
掃
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
・
４
・
30

ボ
ダ
イ
ジ
ュ
（
菩
提
樹
）

　

│
精
巧
な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
│

　

植
物
は
、
花
を
咲
か
せ
、
人
び
と
は
花

の
美
し
さ
や
香
り
に
関
心
を
持
ち
ま
す
。

し
か
し
、
植
物
に
と
っ
て
花
は
タ
ネ
を
つ

く
り
次
の
世
代
に
命
を
つ
な
げ
る
た
め
の

通
過
点
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
美
し
い
花
び
ら

も
甘
い
香
り
や
蜜
も
、
実
を
結
び
タ
ネ
を

つ
く
る
た
め
の
「
装
置
」
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
タ
ネ
を
ど
の
よ
う
に
空
間
的
、
時

間
的
に
広
げ
て
い
く
の
か
、
様
々
な
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
植
物
の

「
技
」
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

ボ
ダ
イ
ジ
ュ
は
、
シ
ナ
ノ
キ
科
の
落
葉

高
木
で
す
。名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、め
っ

た
に
出
会
え
な
い
樹
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
釈
迦
が
そ
の
下
で
悟
り
を
開
い
た
と

い
わ
れ
る
「
菩
提
樹
」
は
、
本
種
と
は
縁

遠
い
ク
ワ
科
の
イ
ン
ド
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
で

す
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
に
出
て
く
る

「
菩
提
樹
」
は
、
欧
州
産
の
セ
イ
ヨ
ウ
ボ

ダ
イ
ジ
ュ
の
こ
と
で
本
種
に
近
い
シ
ナ
ノ

キ
科
の
仲
間
で
す
。
シ
ナ
ノ
キ
は
日
本
の

野
山
に
生
え
る
近
縁
種
で
、
菩
提
樹
に

そ
っ
く
り
で
す
。
日
本
に
も
近
い
仲
間
が

数
種
あ
り
、
シ
ナ
ノ
キ
は
東
京
・
銀
座
の

並
木
通
り
な
ど
で
街
路
樹
と
し
て
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

花
は
初
夏
に
咲
き
ま
す
。
特
殊
化
し
た

葉
、「
総
苞
（
そ
う
ほ
う
）」
か
ら
伸
び
た

枝
か
ら
花
序
（
花
の
あ
つ
ま
り
）
が
垂
れ

て
、
淡
い
黄
色
の
花
が
咲
き
ま
す
。
花
は

蜜
を
た
っ
ぷ
り
出
し
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
や

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
訪
れ
、
花
粉
を
運
び
ま

す
。
上
質
の
蜂
蜜
が
採
れ
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

花
が
受
粉
し
て
実
を
結
ぶ
と
、
総
苞
か

ら
伸
び
た
枝
と
実
が
一
体
と
な
っ
て
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
な
り
、
風
を
と
ら
え

て
飛
び
立
っ
て
行
き
ま
す
。
総
苞
が
回
転

翼
（
ロ
ー
タ
ー
）、
実
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
本
体
と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
不
思
議
な
の
は
、
花
序
の
十
数

個
の
花
の
う
ち
、
実
に
育
つ
の
は
た
い
て

い
２
〜
４
個
で
、
あ
と
は
枯
れ
て
し
ま
い

ま
す
。全
部
熟
し
て
し
ま
う
と
重
く
な
り
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
適
切

な
重
量
に
な
る
よ
う
に
、
実
の
数
を
ボ
ダ

イ
ジ
ュ
が
調
整
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
、
オ
ー
ト
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
機
能
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
て
も
、ロ
ー

タ
ー
に
受
け
る
風
を
利
用
し
て
墜
落
せ
ず

に
地
上
に
着
陸
で
き
る
機
能
の
こ
と
で

す
。
植
物
は
、
人
類
が
考
え
、
実
現
す
る

以
前
に
そ
の
機
能
を
実
現
し
て
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
４
月
５
日
、
第
１
２
１
回 
舞
台
・
盛

戸
大
谷
川
清
掃
は
、
４
名
の
参
加
で
土
嚢

袋
換
算
袋
20
な
ど
回
収
し
ま
し
た
。

◆
４
月
26
日
、
第
２
０
５
回 

山
路
大
谷

川
清
掃
は
、
４
名
の
参
加
で
土
嚢
袋
換
算

１
４
９
袋
回
収
し
ま
し
た
。

縁がわずかに湾曲し
航空機の翼の断面と
似た形状をしている 

長い柄を持つ
ため、重心が
安定している 

回転翼となる総苞は、浅くＵ字
形に反って、強い上昇力を持つ 

―長距離を飛ぶ3つの仕組み―


